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令和７年第２回 相馬地方広域水道企業団議会定例会 

 

令和７年８月２１日（木）午前１０時開議 

 

【提出案件 ３件】 

 

議案第８号   相馬地方広域水道企業団水道技術管理者の資格基準等に関する 

条例の一部を改正する条例について 

 

水道法施行令及び水道法施行規則の一部改正により、水道整備及び管理行政に必要な技術

者を確保するため、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件が見直されたことに伴い、

所要の改正を行うもの。 

                                     【原案可決】 

 

 

議案第９号   令和７年度相馬地方広域水道企業団水道事業会計補正予算（第１号） 

 

令和７年度予算に変更が生じるため、地方自治法第 218条第 1項の規定に基づき、提案するもの。 

 

   （補正の主な概要） 

   １ 水道事業収益  補正なし 

   ２ 水道事業費用  補正後の額  14億 4,392 万 2,000円 （196万円増） 

      ・人事異動等に伴う人件費の増額 

   ３ 資本的収入   補正後の額  1億 1,612万 9,000円 （250万円増） 

      ・他事業工事に起因する水道管移設工事の内容変更に伴う工事負担金の増額 

   ４ 資本的支出   補正後の額  10億 8,107 万 5,000円（4,377万 7,000 円増） 

      ・配水管布設工事等の内容変更に伴う工事請負費の増額 

      ・漏水事故が多発している配水管路の布設替工事の追加発注に伴う工事請負費の増額 

      ・大野台浄水場管理棟の修繕工事の追加発注に伴う工事請負費の増額 

    

 ○補正後の資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額、9億 6,494万 6,000円について

は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金、建設改良積立金及び過年

度分損益勘定留保資金で補てんする。 

                              【原案可決】 
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   議案第１０号  令和６年度相馬地方広域水道企業団水道事業会計 

             未処分利益剰余金の処分及び決算の認定について 

 

地方公営企業法第 32条第 2項の規定に基づき、令和 6年度相馬地方広域水道企業団水道事

業未処分利益剰余金の処分について、議会の議決を求め、同法第 30条第 4項の規定に基づ

き、令和 6年度相馬地方広域水道企業団水道事業会計決算について、別紙監査委員意見書を添

えて議会の認定に付するもの。 

 

   （主な概要） 

１ 水道事業収益  決算額  13億 8,450万 4,113円 （前年比 1,026万 731円増） 

       ・大口使用者の水道加入に伴う水道加入金の増額 

２ 水道事業費用  決算額  12億 9,693万 5,957円 （前年比 5,323万 4,803円増） 

       ・漏水等修繕費、動力費等の増額、施設更新に伴う減価償却費の増額 

 

     ○当年度純利益 8,756万 8,156円は、建設改良積立金へ積み立てる。 

 

３ 資本的収入    決算額  4,020万円 （前年比 1億 3,030万 8,880円減） 

       ・他事業工事に起因する水道管移設工事件数の減に伴う工事負担金の減額 

４ 資本的支出    決算額  9億 1,163万 2,858円 （前年比 1億 235 万 4,672円増） 

       ・国債の購入に伴う増額 

  

   ○資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額、8億 7,143万 2,858円については、当年度分

消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金、建設改良積立金及び過年度分損益勘定

留保資金で補てんする。 

                                  【原案可決及び認定】 
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【報告案件 ５件】 

 

報告第 1号  専決処分の報告について 

福島県市町村総合事務組合の規約を変更することについて、地方自治法第 180条第 1項の規

定に基づき、専決処分としたので同条第 2項の規定に基づき議会に報告するもの。 

 

 

報告第 2号  令和 6年度相馬地方広域水道企業団水道事業会計 

予算繰越計算書の報告について 

令和 6年度発注の水管橋架設工事外 2件、2億 1,103万円について、他事業関連工事の工程と

の整合性を図る等により工期を延長し、令和 7年度へ予算を繰り越したため、地方公営企業法第

26条第 3項の規定に基づき、繰越計算書により議会に報告するもの。 

 

 

報告第 3号  令和 6年度相馬地方広域水道企業団水道事業会計 

継続費繰越計算書の報告について 

令和 6年度より 2カ年継続事業として実施している、鴻ノ巣浄水場更新その 1工事外 1件に

おいて、令和 6年度内に支払義務が生じなかった 9,265万 1,000円について、逓次繰り越して使

用するため、地方公営企業法施行令第 18条の 2第１項の規定に基づき、継続費繰越計算書によ

り議会に報告するもの。 

 

 

報告第 4号  令和 6年度相馬地方広域水道企業団水道事業会計決算に係る 

資金不足比率の報告について 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 22条第 1項の規定に基づき、令和 6年度決算に

おける資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類を監査委員の審査に付し、そ

の意見を付けて資金不足比率を議会に報告するもの。 

 

 

監査報告    令和 7年度定期監査及び例月出納検査の結果報告について 

地方自治法第 199条第 9項及び同法第 235条の 2第 3項の規定に基づき、令和 7年度定期監

査及び令和 7年 1月から 6月までの例月出納検査結果について、その写しを付けて議会に報告

するもの。 

 


